cnkilLife

HmBE: OGT v#¥R) ¥ n—F Il
h%4 045 &S: APRab15125

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

F5H

FIREE
pFE

mREE
BEFE
B
iB{ZF 1D

SwissProt ID
RER

g
Al

JHFRY S O—FILHR

Sc&E

WB,ELISA

El ITUR, TYh

E[=2544

REIE

I9G

RUSBO—FIL

RIR

Tmg/ml

F7Ya—hkL, 200CTHRELTLESL (12 7BEY) . RE/RBRYA /LRI T ES
A%

KEE

50% 7 Uta—Il, 0.5% {FESR /80 E, 0.02% 5421 THEH N £5¢ PBS .
FTI4=T 41— R

WB 1:500-1:2000,ELISA 1:10000-1:20000

115kDa

OGT

UDP-N-acetylglucosamine--peptide N-acetylglucosaminyltransferase 110 kDa subunit (EC
2.4.1.255) (O-GIcNAc transferase subunit p110) (O-linked N-acetylglucosamine transferase
110 kDa subunit) (OGT)
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリンまたはスレオニン残基にO-グリコシド結合したN-アセチルグルコサミンを1個付加する反応を触媒する糖転移酵素をコードしています。リン酸化と糖転移はどちらも類似のセリンまたはスレオニン残基をめぐって競合するため、これら2つの反応は部位を巡って競合したり、立体的または静電的効果によって近傍部位の基質特異性を変化させたりする可能性があります。このタンパク質は、基質を最適に認識するために必要な複数のテトラトリコペプチド反復配列を含んでいます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2009年10月],触媒活性:UDP-N-アセチル-D-グルコサミン + ペプチド = UDP + N-アセチル-ベータ-D-グルコサミニルペプチド,機能:セリンまたはスレオニンのヒドロキシルとのO-グリコシド結合を介して、ヌクレオチド活性化糖をポリペプチドに直接付加します。,オンライン情報:UDP-N-アセチルグルコサミン--ペプチド N-アセチルグルコサミニルトランスフェラーゼ 110kDa サブユニット,経路:タンパク質修飾; タンパク質グリコシル化,類似性:O-GlcNAcトランスフェラーゼファミリーに属します。,類似性:13個のTPR繰り返しを含みます。,サブユニット:2つの110 kDaサブユニットと1つの70 kDaサブユニットのヘテロ三量体。 70 kDaサブユニットが別の遺伝子によってコードされているのか、それともタンパク質分解による分解もしくは110 kDaサブユニットの代替的な開始過程によって生じたものなのかは不明である（類似性に基づく）。HCFC1と相互作用する。,組織特異性：膵臓で高発現し、骨格筋、心臓、脳、胎盤では低発現である。肺および肝臓にも微量に存在する。,
	研究分野
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	HEPG2ライセートのウェスタンブロット分析、抗体は1000倍に希釈した。二次抗体は1:20000倍に希釈した。

